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全体的に礫混じり砂質土より成
る盛土である。
深度1.30m以浅は礫量多く、最大
径150㎜程度の花崗岩礫やアスフ
ァルト片等を混入する。
深度1.30m以深は、シルト分を含
み、礫量は減少する。
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全体的に粒度の不均一な砂で、
花崗岩質の中砂～粗砂主体であ
る。
径30㎜以下の礫を所々に混入す
る。
深度3m付近から含水量が多くな
る。
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概ね均一な粘土である。
力を入れると親指で押し込める
程度である。

粘
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全体的に粒度の不均一な砂で、
中砂～粗砂主体である。
径50㎜以下の礫や細粒分を不均
質に混入する。
採取された礫は、硬質なものが
殆どで、クサリ礫等は認められ
ない。
比較的締まりはよい。
深度10m～13.3m間は、全体に含
水量が多く乱されている。
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強風化した花崗岩で、シルト混
じり砂状で採取される。
鉱物の細粒化は著しいが、岩組
織は僅かに観察される。

強風化
花崗岩 褐

風化した花崗岩である。岩組織
は明瞭に観察される。
鉱物の細粒化は弱くなり、結合
も強くなるが岩芯までマサ土状
を呈する。
指圧にてシルト混じり砂～砂礫
状となり石英を小礫状に残す。
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および結果

孔内水平載荷試験
E=6132kN/㎡
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




